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目的

• 「目的にもとづくハザード想定」という視点から
、現在の津波・水害に関わる被害シミュレーシ
ョンの現状について、専門家によるディスカッ
ション、実務家に対するインタビュー調査をもと
に明らかにする。

• 復興まちづくり、事前復興計画、さらには立地
適正化計画の策定といった場合に必要となる
「まちづくり」「土地利用計画」のためのハザー
ド想定のあり方について提案を行うこと目的と
する。



アウトプット

1. 「命」「財産」「業務」という防災の目標毎にど
ういった考え方で水害シミュレ－ションを実施
するのか

2. 住民参加型での「まちづくり」「土地利用計画
」のためのハザードシナリオ設定の方法

3. 目的・手法によって変化するハザードシミュレ
ーション結果を統合的に表示可能なシステム
の提案を行う



目的に応じたリスク評価

The risk management process ISO 31000:2009

組織の状況の確定
Establishing the Context

リスクの特定
Risk Identification

リスクの分析
Risk Analysis

リスクの評価
Risk Evaluation

リスク対応
Risk Treatment
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リスクマネジメントの目標設定

リスクアセスメント Risk Assessment



何に対する被害？

• 人的被害：Casualty

• 財産に対する被害：Damage

• 生活、業務、地域に対する被害：Loss

– どう考える？？

–土地利用のための被害想定（立地適正化計画の
居住誘導区域を設定するための水害ハザードシミ
ュレーションをどう考える）



1.「命」「財産」「業務」という防災
の目標毎にどういった考え方
で水害シミュレ－ションを実施

するのか



目的に応じたハザード想定
の利用



目的に応じたハザード評価
＜津波＞

STEP２．想定される被害
を明らかにする

目的 対策手段 必要想定項目 津波シミュレーションの種類 シナリオの選択
被害想定シナリ
オ選択主体

対策 対策実施者

避難、避難場所
の設定、避難訓

練

浸水範囲、到達
時間

科学的合理性を持った最悪 ー 行政、住民 避難行動 住民

津波避難施設
設計（津波避難

ビル等）

浸水範囲、浸水
深、到達時間

科学的合理性を持った最悪 ー 行政、住民 津波避難施設建設 行政・住民

土地利用計画
浸水範囲＋建
物被害

全て
合意可能なシナリ
オ

住民、事業者
浸水域での建築物の建
設、構造規制

住民、事業者、行
政

堤防計画 津波高 発生確率の高いシナリオ

妥当性の高い複
数のシナリオの中
から合意可能なシ
ナリオ

堤防設置者 堤防建設
堤防設置者（行
政、堤外地の事
業者等）

保険
確率密度をもっ
た浸水範囲・浸
水深

全て 確率密度 保険業者 保険料率設定 保険業者

事前復興計画 建物被害 全て
合意可能なシナリ
オ

市民、事業者 災害に強いまちづくり
住民、事業者、行
政

STEP４．対策を実施する
STEP3．対策実施のための想定

被害を選択する

命を守る

命・財産・業
務を守る

財産・業務を
守る

STEP１．目標と対策を設定する

牧紀男，馬場俊孝，高橋智之，柄谷友香，川崎浩司，キム・ミンスク、シナリオによって変化する津波・水害シミュレーション情報の適切な提示
手法に関する研究、地域安全学会梗概集、pp.23-26、No.43, 2018



目的に応じたハザード評価
＜水害＞

水害も４ステップ
土地利用のための評価をどうするのか

降雨強度を過去のもので考えるだけでよいのか（いろ
いろな降雨強度のパターンは考えない？）

牧紀男，馬場俊孝，高橋智之，柄谷友香，川崎浩司，キム・ミンスク、シナリオによって変化する津波・水害シミュレーション情報の適切な提示
手法に関する研究、地域安全学会梗概集、pp.23-26、No.43, 2018

目的 対策手段 シミュレーションの種類 必要想定項目 シナリオの選択
想定シナリオ選

択主体
対策 対策実施者

命を守る
避難、避難場所
の設定、避難訓

練

科学的合理性を持った
最悪

浸水範囲、到達
時間

避難行動 住民

命・財産を守る 河川整備
流域の状況に応じた適
切な外力

浸水範囲・浸水深
さ

妥当性の高いシナリオ 行政 河川整備 行政

STEP４．情報を活用する
STEP3．対策実施のためのハザードシナ

リオを選択する
STEP１．目標と対策を設定する

STEP２．想定されるハザードを明らかに
する



住民参加型での「まちづくり」「土
地利用計画」のためのハザードシ

ナリオ設定の方法



①安政南海（1854） ②昭和南海（1946）

③巨大災害 ④度数

1. 命を守る
2. 財産を守る
3. まちづくり

➡ 自分たちは
どういう想定を前
提にまちの問題
を抽出し、その対
策を考えるか？

どのシナリオ
で復興を考
える？





どんな被害が
（被害想定の民主化）





キム・ミンスク撮影



事前復興のためのリスク設定プロセス

考える

共有する

傾向を見る
（投票）

議論する決定する



ハザードマップ

1946 昭和

Group 1: 大
オレンジ
4票

Group2: 中
ピンク
7票

Group3: 軽
赤
4票

Group4: 設定にいたらず



目的・手法によって変化するハザ
ードシミュレーション結果を統合
的に表示可能なシステムの提案

を行う



多重津波被害情報提示システム





土地利用規制のためのハザード評価
全てのシナリオを重ね合わせ＜度数分布＞
（命を守る：最大浸水深さの包絡線）

2ｍ以上の浸水回数（3967通りのシミュレーションのうち）＜津波＞
降雨強度＜外力＞を多様に与える？

１００

500－800



図6 特性化波源断層モデルの例（出展：地震調査研究推進本部[i]）

[i] 地震調査研究推進本部地震調査委員会、波源断層を特性化した津波の予測手法（津波レシピ）、p28、地震調査研究推進本部、平成29 年（2017 年）1 月



土地利用計画を考える際の情報として破堤点ごとの浸水シミュレーショ
ン結果を度数として示すような仕組みの可能性？。


